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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 8月 7日 (2006.8.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 蓋 体 に よ り 開 口 部 が 封 止 さ れ 圧 縮 ガ ス が 充 填 さ れ た ボ ン ベ と 、 上 記 蓋 体 に 形 成 さ れ た 穿
孔 に 突 き 立 て ら れ る こ と に よ り 上 記 蓋 体 を 閉 塞 す る 尖 鋭 体 と 、 一 端 に 上 記 ボ ン ベ の 蓋 体 と
対 向 し て 上 記 尖 鋭 体 を 保 持 し 上 記 蓋 体 と 接 離 可 能 に 配 設 さ れ た 保 持 体 と 、 上 記 保 持 体 の 回
転 を 防 止 し て 上 記 先 鋭 体 の 直 線 移 動 を ガ イ ド す る ガ イ ド 壁 と 、 上 記 保 持 体 を 上 記 ボ ン ベ の
蓋 体 側 に 付 勢 す る 付 勢 部 材 と 、 上 記 保 持 体 を 上 記 蓋 体 と 離 間 す る 方 向 に 操 作 し て 上 記 尖 鋭
体 を 上 記 穿 孔 よ り 引 き 抜 き 上 記 ボ ン ベ を 開 放 す る 操 作 部 材 と 、 上 記 ボ ン ベ 及 び 保 持 体 を 収
納 す る と と も に 、 上 記 蓋 体 の 穿 孔 よ り 噴 出 し た 上 記 圧 縮 ガ ス を 外 方 へ 導 く ガ ス 流 路 が 設 け
ら れ た ハ ウ ジ ン グ と を 有 す る ガ ス 噴 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 保 持 体 の 他 端 側 に 当 接 し て 上 記 ボ ン ベ の 蓋 体 か ら 離 間 す る 方 向 へ の 移 動 を 規 制 す る
規 制 部 材 を 有 し 、 該 規 制 部 剤 は 、 上 記 操 作 部 材 に よ る 上 記 ボ ン ベ の 開 閉 を 規 制 す る こ と に
よ り 上 記 圧 縮 ガ ス の 噴 出 量 を 規 制 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ガ ス 噴 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 蓋 体 は 、 上 記 尖 鋭 体 が 突 き 立 て ら れ る こ と に よ り 上 記 穿 孔 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の ガ ス 噴 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 ガ ス 流 路 に は 、 上 記 圧 縮 ガ ス を 吹 き 出 す 吹 き 出 し ノ ズ ル が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 記 載 の ガ ス 噴 出 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 付 勢 部 材 は 一 端 が 上 記 保 持 体 と 当 接 さ れ た 捻 り コ イ ル バ ネ で あ り 、
　 上 記 ハ ウ ジ ン グ は 上 記 捻 り コ イ ル バ ネ の 他 端 を 支 持 す る 天 板 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ガ ス 噴 出 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 操 作 部 材 は 、 長 手 方 向 の 一 部 に 設 け ら れ た 支 点 を 境 と し た 一 端 側 で 上 記 保 持 体 と 当
接 し て 上 記 保 持 体 を 上 記 蓋 体 と 離 間 す る 方 向 に 操 作 し 上 記 ボ ン ベ を 開 放 す る 操 作 レ バ ー と
、 該 操 作 レ バ ー の 上 記 支 点 を 境 と し た 他 端 側 と 係 合 し 押 圧 操 作 さ れ る こ と に よ り 上 記 操 作



レ バ ー を 上 記 保 持 体 が 上 記 蓋 体 と 離 間 す る 方 向 へ 回 動 さ せ る 押 圧 部 材 か ら な り 、
　 上 記 ハ ウ ジ ン グ に は 、 上 記 押 圧 部 材 を 押 圧 操 作 す る 押 圧 釦 が 形 成 さ れ て い る キ ャ ッ プ 部
材 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ガ ス 噴 出 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に か か る ガ ス 噴 出 装 置 は 、 蓋 体 に よ り 開 口 部 が
封 止 さ れ 圧 縮 ガ ス が 充 填 さ れ た ボ ン ベ と 、 上 記 蓋 体 に 形 成 さ れ た 穿 孔 に 突 き 立 て ら れ る こ
と に よ り 上 記 蓋 体 を 閉 塞 す る 尖 鋭 体 と 、 一 端 に 上 記 ボ ン ベ の 蓋 体 と 対 向 し て 上 記 尖 鋭 体 を
保 持 し 上 記 蓋 体 と 接 離 可 能 に 配 設 さ れ た 保 持 体 と 、 上 記 保 持 体 の 回 転 を 防 止 し て 上 記 先 鋭
体 の 直 線 移 動 を ガ イ ド す る ガ イ ド 壁 と 、 上 記 保 持 体 を 上 記 ボ ン ベ の 蓋 体 側 に 付 勢 す る 付 勢
部 材 と 、 上 記 保 持 体 を 上 記 蓋 体 と 離 間 す る 方 向 に 操 作 し て 上 記 尖 鋭 体 を 上 記 穿 孔 よ り 引 き
抜 き 上 記 ボ ン ベ を 開 放 す る 操 作 部 材 と 、 上 記 ボ ン ベ 及 び 保 持 体 を 収 納 す る と と も に 、 上 記
蓋 体 の 穿 孔 よ り 噴 出 し た 上 記 圧 縮 ガ ス を 外 方 へ 導 く ガ ス 流 路 が 設 け ら れ た ハ ウ ジ ン グ と を
有 す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 下 側 収 納 ３ １ は 、 炭 酸 ガ ス カ ー ト リ ッ ジ ボ ン ベ ５ と 略 同 一 の 高 さ 及 び 径 を 有 し 、 炭 酸 ガ
ス カ ー ト リ ッ ジ ボ ン ベ ５ を ガ タ つ か せ る こ と な く 収 納 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ガ イ ド 壁 ４ １ は 、 上 側 収 納 ３ ２ の 下 面 部 ３ ２ ａ よ り 突 設 さ れ 、 保 持 体 ７ の 突 部 １ ５ を 摺
動 自 在 に 支 持 し て い る 。 こ の ガ イ ド 壁 ４ １ に 囲 ま れ 、 保 持 体 ７ の 突 部 １ ５ が 挿 通 さ れ る 凹
部 ４ １ ａ に は 、 保 持 体 ７ に 保 持 さ れ て い る 尖 鋭 体 ６ が 貫 通 す る 貫 通 孔 ４ ４ が 穿 設 さ れ て い
る 。 貫 通 孔 ４ ４ は 、 予 め 尖 鋭 体 ６ に よ り 炭 酸 ガ ス カ ー ト リ ッ ジ ボ ン ベ ５ の 蓋 体 １ ４ を 穿 孔
す る 際 に 、 同 時 に 尖 鋭 体 ６ に よ っ て 下 面 部 ３ ２ ａ が 貫 通 さ れ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。
し た が っ て 、 貫 通 孔 ４ ４ は 、 尖 鋭 体 ６ の 径 と 同 一 の 径 で 形 成 さ れ 、 ま た 下 面 部 ３ ２ ａ を 滑
り が よ く 、 反 発 性 が あ る ポ リ エ チ レ ン 等 の 材 料 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 尖 鋭 体 ６ の 移 動
を ガ イ ド す る と と も に 、 蓋 体 １ ４ の 穿 孔 １ ４ ａ か ら 尖 鋭 体 ６ を 引 き 抜 い た と き に も 貫 通 孔
４ ４ と 尖 鋭 体 ６ と の 間 に 間 隙 が 形 成 さ れ る こ と な く 炭 酸 ガ ス が 上 側 収 納 ３ ２ 内 に 流 れ る こ
と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 上 側 収 納 ３ ２ の 上 面 部 ３ ２ ｂ に は 、 保 持 体 ７ の 上 昇 を 規 制 す る こ と に よ り 尖 鋭 体
６ の 蓋 体 １ ４ か ら の 抜 き 出 し 量 を 規 制 し 、 炭 酸 ガ ス の 噴 出 を 制 御 す る 規 制 部 材 ４ ９ が 挿 通
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係 合 さ れ て い る 挿 通 孔 ５ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 挿 通 孔 ５ ０ に 挿 通 さ れ る 規 制 部 材 ４ ９
は 、 上 側 収 納 ３ ２ 内 に 挿 入 さ れ 保 持 体 ７ の 上 面 部 ７ ｂ と 当 接 さ れ る 軸 部 ４ ９ ａ と 、 上 側 収
納 ３ ２ の 上 面 部 ３ ２ ｂ よ り 外 方 に 設 け ら れ 、 軸 部 ４ ９ ａ の 挿 入 深 さ を 調 節 す る 調 節 部 ４ ９
ｂ か ら な る 。 ま た 、 挿 通 孔 ５ ０ は 内 周 面 に ネ ジ 溝 が 切 ら れ 、 同 様 に ネ ジ 溝 が 切 ら れ て い る
規 制 部 材 ４ ９ の 軸 部 ４ ９ ａ が 嵌 合 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 下 側 収 納 １ ３ １ は 、 炭 酸 ガ ス カ ー ト リ ッ ジ ボ ン ベ ５ と 略 同 一 の 高 さ 及 び 径 を 有 し 、 炭 酸
ガ ス カ ー ト リ ッ ジ ボ ン ベ ５ を ガ タ つ か せ る こ と な く 収 納 す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 保 持 体 ガ イ ド 壁 １ ４ １ は 、 上 側 収 納 １ ３ ２ の 下 面 部 １ ３ ２ ａ の 上 面 側 よ り 突 設 さ れ 、 保
持 体 １ ０ ７ の 突 部 １ １ ５ を 摺 動 自 在 に 支 持 し て い る 。 こ の 保 持 体 ガ イ ド 壁 １ ４ １ に 囲 ま れ
、 保 持 体 １ ０ ７ の 突 部 １ １ ５ が 挿 通 さ れ る 凹 部 １ ４ １ ａ に は 、 保 持 体 １ ０ ７ に 保 持 さ れ て
い る 尖 鋭 体 １ ０ ６ が 貫 通 す る 貫 通 孔 １ ４ ６ が 穿 設 さ れ て い る 。 貫 通 孔 １ ４ ６ は 、 予 め 尖 鋭
体 １ ０ ６ に よ り 炭 酸 ガ ス カ ー ト リ ッ ジ ボ ン ベ ５ の 蓋 体 １ ４ を 穿 孔 す る 際 に 、 同 時 に 尖 鋭 体
１ ０ ６ に よ っ て 下 面 部 １ ３ ２ ａ が 貫 通 さ れ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 貫 通
孔 １ ４ ６ は 、 尖 鋭 体 １ ０ ６ の 径 と 同 一 の 径 で 形 成 さ れ 、 ま た 下 面 部 １ ３ ２ ａ を 滑 り が よ く
、 反 発 性 が あ る ポ リ エ チ レ ン 等 の 材 料 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 尖 鋭 体 １ ０ ６ の 移 動 を ガ
イ ド す る と と も に 、 蓋 体 １ ４ の 穿 孔 １ ４ ａ か ら 尖 鋭 体 １ ０ ６ を 引 き 抜 い た と き に も 貫 通 孔
１ ４ ６ と 尖 鋭 体 １ ０ ６ と の 間 に 間 隙 が 形 成 さ れ る こ と な く 炭 酸 ガ ス が 上 側 収 納 １ ３ ２ 内 に
流 れ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
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